
　

台
風
や
地
震
等
の
災
害
に
つ
い
て
の
認

識
を
深
め
、
そ
れ
ら
の
災
害
に
対
処
す
る

心
構
え
や
、
防
災
に
対
し
て
見
つ
め
直
す

機
会
を
設
け
る
た
め
に
、
昭
和
35
年
に
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、昭
和
57
年
に
は
、９
月
１
日
の「
防

災
の
日
」
を
含
む
１
週
間
が
「
防
災
週
間
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
９
月
１
日
と
い
う

日
付
は
、
大
正
12
年
９
月
１
日
に
発
生
し
、

10
万
人
以
上
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出

し
た「
関
東
大
震
災
」に
由
来
し
て
い
ま
す
。

地
震
の
時
に
は
！

「
自
ら
の
生
命
は
自
ら
が
守
る
」

　

こ
の
地
方
で
も
近
い

将
来
、
東
海
地
震
、
東

南
海
地
震
の
発
生
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
に
備
え
る
た
め
に
、「
自
ら
の
生
命

は
自
ら
が
守
る
」
と
い
う
「
自
助
」
や
、 

ま
ち
ぐ
る
み
で
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自

分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
「
共
助
」
の
意

識
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
、
よ
り
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

防
災
訓
練
に
つ
い

て
も
工
夫
を
し
て
無
関
心
層
を
取
り
込
む

こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

家
庭
や
地
域
ぐ
る
み
で
大
規
模
災
害
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

　

成
人
か
ら
乳
児
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、

ケ
ガ
の
手
当
や
安
全
に
傷
病
者
を
運
ぶ
方

法
な
ど
を
お
教
え
し
ま
す
。

　

普
通
救
命
講
習
会
を
受
け
た
方
も
、
ま

だ
受
け
て
い
な
い
方
も
受
講
で
き
ま
す
。

日�
時　

９
月
19
日
（
土
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
45
分

（
昼
休
憩
45
分
を
含
む
）

場�

所　

丹
羽
消
防
署　

本
署
３
階

対�

象　

町
内
に
お
住
ま
い
か
、
お
勤
め
の
方

定�

員　

12
名
（
先
着
順
）

受�

講
料　

無
料

※�

昼
食
は
各
自
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

　

丹
羽
消
防
署
本
署　

☎ 

95
―

５
１
５
１

　

大
口
出
張
所　
　
　

☎ 

95
―

0
１
１
９�

12 令和8年9月

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」

丹
羽
消
防
署
で
上
級
救
命
講
習
会

　
　
　
　
　

を
開
催
（
８
時
間
）

都
市
計
画
の
案
の
縦
覧

　

次
の
と
お
り
都
市
計
画
の
案
を
縦
覧
し

ま
す
。

都
市
計
画
の
種
類
・
名
称

▽�

尾
張
都
市
計
画
都
市
再
開
発
の
方
針
の

決
定
（
県
決
定
）

縦�

覧
場
所
▽
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
大
口

町
役
場
２
階
）
▽
愛
知
県
建
築
局
住
宅

計
画
課
（
愛
知
県
庁
本
庁
舎
２
階
）

縦
覧
期
間

▽
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

９
月
25
日
（
金
）
か
ら
10
月
９
日
（
金
）

（
土
・
日
を
除
く
）
午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時　
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
は
除
く
）

▽
愛
知
県
建
築
局
住
宅
計
画
課

９
月
25
日
（
金
）
か
ら
10
月
９
日
（
金
）

（
土
・
日
を
除
く
）
午
前
８
時
45
分
か
ら

午
後
５
時
30
分
ま
で
（
正
午
か
ら
午
後

１
時
は
除
く
）

意�

見
書
の
提
出　

住
民
お
よ
び
利
害
関
係

人
は
、
縦
覧
期
間
中
（
必
着
）
に
愛
知

県
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問
合
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

　

☎
95
ー

１
６
１
４

躙
り
口
草
履
そ
ろ
へ
ば
秋
の
虫

松
坂　

年
造

つ
る
草
の
網
に
か
ら
む
や
放
置
畑

渡
辺
す
み
子

夕
焼
け
や
影
一
段
と
伊
吹
山

葉
山　

忠
己

秋
の
空
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
た
だ
ひ
と
り

宮
下　

裕
子

人
の
膝
触
れ
て
座
に
つ
く
文
化
の
日安

藤　

亮
子

日
日
草
斑ま

だ
らに

透
け
り
野の
わ
き分

あ
と

平
本
の
り
子

風
鈴
の
遠
き
音
色
に
目
覚
め
け
り

大
森
恵
美
子

盆
休
み
妻
と
計
画
錬
る
笑
顔

数
川　

謙
二

昼
寝
し
て
汗
の
し
た
た
り
夢
覚
ま
す天

野　

信
和

う
っ
か
り
が
多
く
な
っ
た
と
ぼ
や
く
妻

高
橋
あ
や
子

道
一
つ
変
え
て
も
嫌
な
や
つ
に
会
い八

木
百
合
子

父
の
言
葉
は
直
球
で
ス
ト
ラ
イ
ク

吉
田　

雄
亮

森も
り
あ
お
が
え
る

青
蛙
泥
玉
い
く
つ
人
の
寄
る

田
中
百
百
代

大
仏
の
目
一
雫し

ず
く

緑
雨
か
な

相
川
八
重
子

開
拓
の
魂た
ま

か
丘
ま
で
麦
の
秋

土
川　

照
恵


